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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
【体力・運動能力の現状】                  【朝食の摂取状況】 
 

 

 

 

 

 

                           【運動の実施状況】 

 

 

 

 

 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・朝食の摂取率の向上 

・平日１日スクリーンタイムの減少 

・１週間の運動時間の増加 

・学校評価「早寝早起き、朝ご飯の生活習慣が身

に付いていますか」の項目を 90％以上 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・朝食を「毎日食べる」と回答する割合が男女と

も少ない。（５年） 

 全国 81.7％ 全道 74.7％ 本校 69.6％ 

・平日１日のテレビや DVD、ゲーム機、スマー

トフォン、パソコンなどの画面を見ている時

間は、男女とも全国･全道に比べ長い。（５年） 

・１週間の運動時間は全国に比べ男子は短く女

子は長い。（５年） 

・学校評価「早寝早起き、朝ご飯の生活習慣が身

に付いていますか」87％（全校） 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・体力合計点（Ｔ得点）男子 49.7 女子 52.1（５年） 

・50ｍ走、シャトルラン、握力など、素早さ、動き

を持続する能力、力強さは全国と比べ課題があ

る。50ｍ93.5％ シャトルラン 94.0％ 握力

95.5％(全校の男女平均、全国を 100％として) 

・体育の授業に楽しさを感じている児童の割合が

全国、全道平均に比べ少ない。（５年） 

 全国 91.75％ 全道 91.95％ 本校 79.2％ 

・学校評価「家や学校で進んで運動したり、元気に

遊んだりしていますか」91%（全校） 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・「令和５年度新体力テスト」、「全国体力･運動能力、運動習慣

等調査」を前年度の全国・全道平均と比較 

 

・学校評価ポイントの比較 

【成果指標】 
・50m走、シャトルラン、握力のポイントを昨年度より向上さ

せる。 

・学校評価「家や学校で進んで運動したり、元気に遊んだりし

ていますか」の数値を昨年度より向上させる。 

【評価結果】最終評価（２月） 
・体力合計点（Ｔ得点） 男子 54.1 女子 52.7（５年） 

・50ｍ走：93.％5→96.9% シャトルラン：94.0％→97.9% 握

力：95.5%→102.5% 

・体育の授業が楽しい。全国 92.3％ 全道 92.6％ 本校 100％ 

・学校評価「家や学校で進んで運動したり、元気に遊んだりし

ていますか？」91%→94% 

１ 体育授業の改善 

・学習内容や学習のゴールの明確化  

→ 単元や授業の導入における学習内容や学習のゴールの提示 

・運動量の確保 → 運動時間の確保、場の確保、器具･用具の充実 

・「わかる」「できる」を実感 → 発問、形成的評価、基礎感覚づくり 

２ 運動に親しむことができる活動と環境整備 

・運動遊び週間 → 学級単位で体を動かす全員遊びの実施 

・なわとび週間 → 進級カードの活用と活動時間の確保 

・室内鉄棒の常設化 →ステージ上の有効活用 

・児童が主体的に資質・能力を身に付けることができる体育の授業づくりや指導方法のより一層の改善 

・児童が意欲的に運動に取り組むことができる環境整備、取組の実施 

・学級担任がＴ1として授業を行うことができるようにするための環境整備 

令和５年度 士別市立士別小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・体力合計点 全国平均以上 

・50ｍ走、シャトルラン、握力の向上 

・体育の授業に楽しさを感じている児童の増加 

・学校評価「家や学校で進んで運動したり、元気に

遊んだりしていますか」の項目を 95％以上 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・「令和５年度新体力テスト」、「全国体力･運動能力、運動習慣

等調査」を前年度の全国・全道と比較 

 

・学校評価ポイントの比較 

【成果指標】 
・朝食の摂取率、メディア等の画面を見ている時間、運動時間

を昨年度より改善する。 

・学校評価「早寝早起き・朝ご飯の生活習慣が身に付いてきて

いると思いますか」の数値を昨年度より向上させる。 

【評価結果】最終評価（２月） 

・朝食を毎日食べる 全国 80.1％ 全道 72.9％ 本校 69.1％ 

・平日１日のテレビやスマートフォンなどの画面を見ている時

間は、男女とも全国･全道に比べ長い。 

・１週間の運動時間は全国に比べ男子も女子も長い。 

・学校評価「早寝早起き・朝ご飯の生活習慣が身に付いてきて

いると思いますか？」87%→85% 

【取組指標】 
１ 全学年・全領域

の学習で考慮。エ

キスパート教員

から学級担任へ

段階的移行。 

２ 遊び週間、な

わとび週間は全

学年が実施。そ

れぞれ年間２回

実施。 



士別市立士別小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 246名（男子116名 女子130名）

教職員数 46名 巡回校 和寒町立和寒小学校

全ての児童生徒が楽しく、意欲的に取り組むことができる授業づくり

・自ら学び考えを創り出す子ども
・思いやりをもって行動し仲間と高め合う子ども
・自ら鍛えやり抜く子ども

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

単元の「導入」場面における指導の手立て 「知識及び技能」の活用の場面における指導の手立て「知識及び技能」の習得の場面における指導の手立て

・学習内容や学習のゴールの明確化 → 単元や授業の導入における学習内容や学習のゴールの提示

・運動量の確保 → 運動時間の確保、場の確保、器具･用具の確保

・「わかる」「できる」を実感 → 発問の工夫、形成的評価、基礎感覚づくりにつながる運動の実施

・学習内容や課題、ゴールの提示

・基礎感覚づくり

・既習事項の復習

・発問による思考の焦点化と気付きの
共有

・形成的評価による技能向上の実感
・場や器具・用具の充実

・児童が選択できる運動、場、規則、
作戦、器具や用具の工夫

・運動のゲーム化
・個に応じた課題の設定

ホワイトボードに学習内容を

提示することで、見通しをも

つことができるようにする。

４年生 走り幅跳び

砂場を横に使用し４

コース設置すること

で、試行の機会を増

やす。

２年生 跳び箱を使った運動遊び

導入で動物歩きをすることで、逆さ感

覚･腕支持感覚を養う。

６年生 マット運動

技のポイントを明確にし

評価することで、技のポ

イントを意識して技能を

高められるようにする。

３年生 タグラグビー

「タグを取られずに

ボールを運ぶには？」

と発問することで、思

考を焦点化する。

１年生 折り返し回旋リレー

教材をゲーム化することで、

意欲的に運動に取り組むこと

ができるようにする。

５年生 バスケットボール
ルールとボールの選択をでき
るようにすることで、誰もが
主体的に運動に取り組むこと
ができるようにする。



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

運動に親しむことができる活動と環境整備 指導力向上に係る実技研修と環境整備

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・運動遊び週間の設定…学級単位で体を動かす全員遊びの実施

・なわとび週間の設定…進級カードの活用と活動時間の確保

・室内鉄棒の常設化…ステージ上の有効活用

・士別市教育委員会と連携し教職員に向けた「体つくり運動」

「器械運動」の実技研修の実施

・手本動画などを閲覧しやすくするデジタル環境の整備

○令和5年度全国体力･運動能力､運動習慣等調査の結果（５年生）
・体育の授業について
｢楽しい｣｢やや楽しい｣｢いつも進んで学習している｣｢だいたい進んで学
習している｣と回答する児童の割合が100％

・体力合計点（Ｔ得点） 男子54.1 女子52.7
○新体力テストの結果（全校）
令和4年度の課題種目の全国平均との差の縮小
50ｍ走：93.5％→96.9%、シャトルラン：94.0％→97.9%、
握力：95.5%→102.5%

・児童が主体的に資質・能力を身に付けることができ

る体育の授業づくりや指導方法のより一層の改善

・児童が意欲的に運動に取り組むことができる環境

整備、取組の充実

・学級担任がＴ1として授業を行うことができるよ

うにするための環境整備

運動遊び週間
１年生 鬼遊び

ステージ上に
鉄棒を常設

なわとび週間
進級の様子を掲示

スポーツ庁 手本動画
ロイロノートの資料箱に保存
士別市内の全教職員と全児童

生徒が閲覧可能

実技研修

体つくり運動 ビブスを使った運動

跳び箱運動 開脚跳びの指導法


